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論 文 内 容 の 要 旨 
 大阪堆積盆における中期更新世の古気候変動の実態を明らかにするために、神戸市東灘1700ｍコアを試料と
してのMa2層からMa12層までの花粉分析をした。その結果，下位よりQuercus-Metasequoia 帯，Fagus-Quercus 帯，
Cryptomeria-Fagus 帯、Cyclobal nopsis-Sciadopitys 帯およびPinaceae-Cryptomeria 帯の５つの花粉化石群集
帯とさらに20亜帯が分帯された。これにより、第三紀型植物群要素のCyclocary はCryptomeria-Fgus 帯 b 亜帯
（大阪層群上部のMa7層）まで残存したことが明らかとなった。いっぽう、第四紀型植物群要素のHemiptelea の
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